
  

平成１８年２月１３日

日 本 郵 政 公 社

郵 政 総 合 研 究 所

 

「第９回 金融機関利用に関する意識調査（平成１７年度）」 結果概要 

 

郵政総合研究所では、「第９回 金融機関利用に関する意識調査（平成１７年度）」の結果概要を

取りまとめました。 

この調査は、金融再編・自由化が進む一方、インターネットなど情報通信技術の進展により金融

のアクセスチャネルやサービスが多様化する中で、家計の金融機関や金融サービスに対する利用

意識や利用動向を分析し、現状を明らかにするとともに、今後のニーズを把握することを目的として

おり、平成元年度より２年毎に実施しているものです。 

＜調査の概要＞  

１ 調査対象、調査地域 

及び標本数 

(1) 世帯人員２人以上の普通世帯  

(2) 単身の普通世帯 

全国 6,050（世帯）  

全国 2,659（世帯） 

２ 標本抽出方法 層化二段無作為抽出法 

３ 調査方法 訪問留置法（※一部地域は郵送法） 

４ 調査時期 平成 1７（2005）年 10 月 11 日～11 月 10 日 

５ 調査項目 (1) 近くにある金融機関 

(2) 利用回数が最も多い金融機関 

(3) 決済を行っている金融機関 

(4) 貯蓄額が最も多い金融機関 

(5) 現在利用している金融機関 

(6) 最近１年間の金融取引 

(7) キャッシュカード・クレジットカードのセキュリティについて 

(8) インターネットを使った金融サービスについて 

(9) インターネットショッピングについて 

(10) インターネットを使ったオークションについて 

(11) 電子マネーについて 

(12) ペイジーサービスについて 

(13) 料金の支払い方法について 

(14) 生命保険について 

６ 回収数（回収率） (1) 世帯人員２人以上の普通世帯 

(2) 単身の普通世帯 

3,182 （52.6 %） 

827 （31.1 %） 

７ 調査実施機関 株式会社 日本リサーチセンター 

 
（報道機関の方のお問合せ先） 

 広報部門広報部（報道担当） 

 電話： （代表）０３（３５０４）４４１１   （直通）０３（３５０４）４１６２ 

      （ＦＡＸ）０３（３５０４）０２６５ 

（お客さまからのお問合せ先） 

郵政総合研究所 プロジェクト研究部 （担当：大江上席研究員、加藤研究員） 

電話：（直通）０３（３５０４）９７１１   FAX：０３（３５０４）９５９４ 
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＜主な調査結果＞ （※ 母数（N）は不明を除いています） 

 

１ 金融機関で行っている取引  

 

● 全世帯について、金融機関で行っている取引についてきいたところ、預貯金、有価証券、生命
保険、口座引落・受取、借入の状況は下図のとおりであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在金融機関で行っている取引（複数回答）＜全世帯＞

20.0

74.5

91.7

28.9

18.4

85.1

29.3

97.0

98.5

98.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

預貯金（小計）
(H17/N=3732)
(H15/N=4174)

有価証券など（小計）
　　　(H17/N=3719)
　　　(H15/N=4174)

生命保険など（小計）
　　　(H17/N=3593)
　　　(H15/N=4174)

口座引落・受取（小計）
　　　　(H17/N=3719)
　　　　　(H15/N=4174)

　　　　　　借入
(H17/N=3573)
(H15/N=4174)

H17

H15（前回調査）

(%)

※ 用語の説明 

  ○ 預貯金（小計）：    普通預貯金、定期性預貯金、財形貯蓄のいずれかを利用 （注：前
回調査（H15）では、寄付金付型預貯金を含む。） 

○ 有価証券など（小計）： 国債、公社債、投資信託、株式、信託商品（金銭信託・貸付信託）        

外貨建て商品（外貨預金・外貨建て債券など）のいずれかを購入。 

  ○ 生命保険など（小計）： 生命保険、個人年金保険、積立型損害保険のいずれかを購入。 

○ 口座引落・受取（小計）：クレジットカードの引落、公共料金の自動引落、給与の自動受取、

年金・恩給の自動受取、その他の自動引落（保険料、授業料、家賃、

税金等）、その他の自動受取（株式の配当、公社債等の利子等）のい

ずれかを利用。（注：前回調査（H15）では、その他の自動引落、そ

の他の自動受取を含まない。） 
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２ 金融機関の選択理由  

 

● 全世帯について、「貯蓄額が最も多い金融機関」と「決済口座の利用が最も多い金融機関」の
選択理由をみると、どちらとも、「窓口が自宅や勤務先、よく行く場所に近い」と回答した割合が

54.0％及び 58.6％と最も高いが、前回調査（H15）（64.6％及び 70.8％）と比較するとその割合は

どちらとも 10 ポイント余り低下している。また、貯蓄額では、「ATM が自宅や勤務先、よく行く場

所に近い（39.2％）」の割合が前回調査（33.5％）に比べ 5.7 ポイント上昇し、「名の通った金融機

関で信頼性が高い（29.7％）」の割合も前回調査（25.1％）に比べ 4.6 ポイント上昇している。決

済口座の利用においては、「ATM が自宅や勤務先、よく行く場所に近い（52.8％）」の割合が前

回調査（40.8％）に比べ12.0 ポイント上昇し、「支店やATMの数が多い（24.0％）」の割合も前回

調査（18.3％）に比べ 5.7 ポイント上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貯蓄額が最も多い金融機関を選ぶ理由（複数回答）＜全世帯＞

54.0

39.2

18.7

10.6

7.9

12.0

7.9

29.7

4.5

2.1

24.3

9.2

6.6

64.6

33.5

17.7

8.0

9.0

14.0

8.3

25.1

4.1

2.0

24.6

6.2

*

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

窓口が自宅や勤務先、よく行く場所に近い

ＡＴＭが自宅や勤務先、よく行く場所に近い

支店やＡＴＭの数が多い

利率、利回りがよい

手数料が安い／無料である

外務職員（営業担当者）が訪問してくれる

いろいろな相談に乗ってくれる

名の通った金融機関で信頼性が高い

経営内容が優れている

インターネットで取引できる

勤め先の給与振込先である

振込み先に指定された金融機関である

その他

（%）

H17(N=3876)

H15(N=4073)
  （前回調査）

*　は新規調査項目のため

調査をしていないもの
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決済口座としての利用件数が最も多い金融機関を選んだ理由（複数回答）
＜全世帯＞

58.6

52.8

0.9

8.1

4.9

3.5

2.4

20.6

9.6

1.4

70.8

40.8

18.3

5.7

15.5

4.4

35.3

17.0

8.3

24.0

5.2

*

*

*

30.1

2.5

1.3

5.1

10.0

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

窓口が自宅や勤務先、よく行く場所に近い

ＡＴＭが自宅や勤務先、よく行く場所に近い

支店やＡＴＭの数が多い

利率、利回りがよい

手数料が安い／無料である

外務職員（営業担当者）が訪問してくれる

いろいろな相談に乗ってくれる

名の通った金融機関で信頼性が高い

経営内容が優れている

インターネットで取引できる

勤め先の給与振込先である

その他の振込みにも利用している

貯蓄額が多い口座だから

ポイントなど特典があるから

その他 (%)

H17(N=3751)

H15(N=4080)
  （前回調査）

*　は新規調査項目のため

調査をしていない
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３ 生命保険について  

 

● 全世帯について、１年以内に生命保険に加入した世帯に加入したきっかけをきくと、「自ら生命
保険の必要性を感じて」と回答した割合が最も高く約 5 割であり、前回調査に比べ 3.1 ポイント

上昇している。一方、「外務職員（営業担当者）にすすめられて」と回答した世帯は 23.0％であり、

前回調査に比べて 6.5 ポイント低下している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 全世帯について、１年以内に生命保険に加入した世帯に加入方法をきくと、前回調査とほとん
ど変化は見られないが、前回調査と比べて「外務職員（営業担当者）を通じて」と回答した世帯

が 3.0 ポイント低下、また「保険会社や郵便局の窓口を通じて」と回答した世帯が 0.7 ポイント低

下している。一方、若干ではあるが、「代理店を通じて」と回答した世帯が 1.1 ポイント、「通信販

売を通じて」・「銀行・証券会社を通じて」と回答した世帯がそれぞれ 0.3 ポイント上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年以内に加入した生命保険における加入のきっかけ＜全世帯＞

49.6

46.5

23.0

29.5

1.8 6.8

6.82.3

5.1

7.6

1.7

2.7
1.9

2.0

1.9

2.2 0.1

4.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17(N=674)

H15(N=750)
（前回調査）

自ら生命保険の必要性を感じて 外務職員（営業担当者）にすすめられて

窓口ですすめられて 家族にすすめられて

知人や職場の人にすすめられて ポスターやチラシを見て

テレビやラジオのコマーシャルを見たり聞いたりして 新聞・雑誌等の記事や広告を見て

インターネットのホームページを見て その他
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１年以内に加入した生命保険における加入方法（複数回答）＜全世帯＞

64.0

11.1

14.8

6.4

1.7

2.6

7.9

67.0

10.0

15.5

6.1

1.6

2.3

6.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

外務職員（営業担当者）を通じて

代理店を通じて

保険会社や郵便局の窓口を通じて

通信販売を通じて

インターネットを通じて

銀行・証券会社を通じて

その他

H17(N=705)

H15(N=742)
(前回調査）

(%)



４ キャッシュカード・クレジットカードのセキュリティについて  

 

● 全世帯について、スキミング等によるカード被害に対する意識をきくと、「注意している」と回答
した世帯は 60歳代、70歳代で多い。一方で「注意していない」と回答した世帯も 70歳代で最も

多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

z 金融機関に対するセキュリティに関する要望については、「偽造キャッシュカードによる被害の

補償」を回答した世帯が最も高く、特に20歳代から40歳代の割合は8割を超えている。一方、

「特にない」と回答した世帯は 50 歳代から増加し、70 歳代では約 26％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキミング等によるカード被害に対する注意（世帯主年齢別）＜全世帯＞

47.2

29.3

13.1

23.6

50.7

44.1
42.4

46.2

40.9 36.2

45.1
46.9

45.1

43.3

10.810.7

8.7

15.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

20歳代
(N=208)

30歳代
(N=526)

40歳代
(N=689)

50歳代
(N=972)

60歳代
(N=914)

70歳代
(N=598)

注意して
いる

あまり注
意してい
ない

注意して
いない

(%)

セキュリティに対する要望（複数回答）＜全世帯＞

57.0

32.5

26.2

18.3
12.1

2.9

72.1

78.1
84.084.181.3

48.6

60.560.465.162.2
57.2

40.4
45.9

52.254.8

41.2

44.8

43.8

43.3

38.1

32.2
36.2

43.6

48.2

41.8

4.3

2.8

3.2
6.6

2.1 2.1
1.9

3.4

1.60.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

20歳代
(N=208)

30歳代
(N=527)

40歳代
(N=688)

50歳代
(N=969)

60歳代
(N=901)

70歳代
(N=584)

(%)
偽造カード被
害の補償

本人確認の徹
底

ＡＴＭについ立
や覗き見防止
フィルム
ＡＴＭ高額引出
後本人通知

ＩＣ／生態認証
機能カード発
行
特にない

その他
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５ インターネットショッピングについて  

 

● 全世帯について、インターネットショッピングの経験の有無を世帯主年齢別にみると、20 歳代
（45.3％）、30 歳代（49.3％）の割合が高く、年代が上がるにつれ経験していない割合が高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● インターネットショッピングの利用世帯は、代金決済方法としてどの世代も「宅配便による代金
引換（現金払い）」を利用する割合が最も高く、次に「クレジットカード（インターネット上での支払

い）」を利用する割合が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットショッピング経験の有無＜全世帯＞

26.7

45.3

49.3

43.0

25.1

13.1

73.3

54.7

50.7

57.0

74.9

86.9

94.25.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=3996)
20歳代
(N=212)
30歳代
(N=533)
40歳代
(N=698)
50歳代
(N=993)
60歳代
(N=943)
70歳代
(N=617)

ある

ない

インターネットショッピング代金決済方法（複数回答）（世帯主年齢別）
＜全世帯＞

58.3

30.6

22.2

16.7

53.7
48.650.048.5

45.8

33.334.1
36.8

41.9
45.4

41.7

21.121.0

11.5

26.821.9

19.519.0

23.824.421.9

12.5
13.7 11.7 13.4 16.3 13.9

7.38.16.79.27.3
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

20歳代
(N=96)

30歳代
(N=262)

40歳代
(N=298)

50歳代
(N=247)

60歳代
(N=123)

70歳代
(N=36)

(%)

宅配便による代
金引換（現金）

クレジットカード

郵便局での振込

コンビニでの支
払い

金融機関での振
込（郵便局除く）

郵便局による代
金引換
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● 全世帯について、インターネットショッピングのメリットをきいたところ、インターネットショッピング
を経験している世帯では「24 時間いつでも買い物できるから便利」と回答した割合が 77.3％と

最も高く、経験していない世帯では「わからない」と回答した割合が 37.6％と最も高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 全世帯について、インターネットショッピングのデメリットをきいたところ、インターネットショッピン
グを経験している世帯及び経験していない世帯とも、「実際に物を見ていないので不安」と回答

した割合がそれぞれ約 7 割、約 5 割と最も高く、次にどちらの世帯も、「ネット上での決済は不

安」、「個人情報の管理が信用できない」と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットショッピング経験の有無別メリットと思うこと（複数回答）
＜全世帯＞

77.3

74.3

65.7

44.2

26.8

2.5

2.3

0.8

30.0

36.1

26.1

16.8

6.1

0.3

14.9

37.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

２４時間いつでも買い物できるから便利

自宅で買物ができる

色々な商品をすぐに探せる

値段の比較がしやすい

値段が安い

その他

特にない

わからない

経験あり(N=1064)

経験なし(N=2762)

(%)

インターネットショッピング経験の有無別デメリットと思うこと（複数回答）
＜全世帯＞

49.3

72.9

12.9

55.2

0.9

1.3

4.9

1.4

37.0

48.9

7.3

34.8

9.0

0.5

9.0

33.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

ネット上での決済は不安

実際に物を見ていないので不安

商品がすぐに到着しない

個人情報の管理が信用できない

利用方法がわからない

その他

特にない

わからない

経験あり(N=1048)

経験なし(N=2854)

(%)
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● 全世帯について、今後インターネットショッピングを行いたいかきいたところ、インターネットショ
ッピングを経験している世帯は「行いたい」と回答した割合が約 77％であった。一方、インター

ネットショッピングを経験していない世帯では「行いたい」と回答した世帯は約 6％であり、「行う

つもりはない」と回答した割合は約 67％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットショッピング経験別今後の意向＜全世帯＞

76.6

6.2

4.7

67.4

18.6

26.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インターネットショッピング
経験あり(N=1068)

インターネットショッピング
経験なし(N=2928)

行いたい 行うつもりはない わからない
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